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三次元ポリマーであるシアノ錯体（AxM[Fe(CN)6]y・zH2O：Aはアルカリ金属、Mは遷移金

属）は、二種類の遷移金属がシアノ基（CN）で三次元的に架橋されている。ネットワーク

の空隙はアルカリ金属イオンを収容することができる。最近、我々は、電界析出法で作

製された薄膜型電極が優れた電池特性を示すことを発見[1]した。電気容量が

（128mAh/g）と実用材料に匹敵するだけでなく、高いサイクル特性（１００サイクル後に初

期値の８７％）を示す。さらに、100回の充放電に対して1μmオーダーの結晶粒形状が保

持されている。この意味で、アルカリ金属

イオンのダイナミクス研究において、ポリマ

ー型正極材料は格好のプラットフォームで

ある。 

アルカリ金属イオンの深さ分布、さらに

は、ダイナミクスの研究において、深さ分解XAFSは

優れた非破壊検査方法である。我々は、

NCF71/NCF90エピタキシャル界面[2]を作製し、酸

化プロセス/アルカリ金属脱離プロセスおけるXAFS

スペクトルを計測した。そして、階段状の価数分布

を仮定して実験データーを解析したところ、界面付

近の価数分布/アルカリ金属イオン分布に関し、以

下の知見が得られた[3]。 

（１） バッファー層にくらべ、表面層の価数変化が
顕著である。 

（２） 界面付近では、自発的なredox反応/電子移
動が起こり、イオンの再分布が起こってい

る。 
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